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１．趣旨・目的 

本プログラムは、現場の課題に直結する本格的な授業内容を通して、人口減少・超高

齢社会における、地域福祉のキーパーソンとなるコミュニティソーシャルワーカー  

（ＣＳＷ）のスキルアップを目指すものです。 

体系的で実践的な新しいカリキュラムを、地域福祉の第一線で活躍されている講師陣

が現場の課題に直結した内容で演習等を行います。このプログラムにより、進展する人

口減少・超高齢社会において活躍が期待されているコミュニティソーシャルワーカーの

スキルアップを行い、地域福祉のキーパーソンとなる人材の育成を企図しております。 

つきましては、本プログラムの開講式にご参加をいただき、本事業へのご理解を深め

ていただけますならば幸いでございます。 

 

２．実施期日・場所 

・期日：平成 31(2019)年 4月 20日（土）9：30～10:00 

・場所：東北学院大学土樋キャンパスホーイ記念館 3階 H301教室 

 

３．プログラム 

黙  祷  

開式宣言 

学長挨拶 

来賓挨拶 

 ・宮城県 

 ・仙台市 

 ・宮城県社会福祉協議会 

 ・仙台市社会福祉協議会 

 ・仙台市地域包括支援センター連絡協議会 

2019 年 4 月 18 日 
 

〒980-8511 仙台市青葉区土樋 1-3-1 

法人事務局広報部広報課 

E-Mail koho@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 

 電話 022-264-6423 / FAX 022-264-6478 

東北学院大学 履修証明プログラム 

2019年度開講 

コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）スキルアッププログラム 開講式実施 

(文部科学省「職業実践力育成プログラム」（ＢＰ）認定事業) 

(厚生労働省「専門実践教育訓練給付金」対象講座) 

プレスリリース 

報道関係者各位  



受講生代表挨拶 

講師紹介 

閉式宣言 

 

参考資料： 

 コミュニティソーシャルワーカー（CSW）スキルアッププログラム概要図 

 

 

４．本研究会の問い合わせ先 

東北学院大学 地域共生推進機構 

〒980-8511仙台市青葉区土樋 1-3-1 

TEL.022-264-6562／FAX.022-264-6522 

E-Mail：kikou@staff.tohoku-gakuin.ac.jp 

 

mailto:kikou@staff.tohoku-gakuin.ac.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履修証明プログラム 

体系性と実践性をもったカリキュラム 

開講総時間数 153時間の本格的な学び 

地域福祉の現場で活躍する多彩な講師陣 

実務家×研究者による本格的な学びの場 

本プログラムは、現場の課題に直結する本格的な授業内容を通して、人口減少・超高齢社会の、地域福祉のキーパー

ソンとなるコミュニティソーシャルワーカー（CSW）のスキルアップを目指すものです。 

地域の課題解決のためには住民の参加が必要不可欠であり、地域におけるコミュニティが果たす役割の重要性が増して

きています。その地域コミュニティの調整役として注目されるのが、「コミュニティソーシャルワーカー（CSW）」です。 

東北学院大学では、実践力を持って社会の要請に応えられる人材の養成のための「コミュニティソーシャルワーカー

（CSW）スキルアッププログラム」を 2016（平成 28）年 4月より開講いたしました。 

コミュニティソーシャルワーカー（CSW） 

 
スキルアッププログラム 

本プログラムは 5 つの科目分類（基礎科目、必須理論、実践

技法、特論演習、事例研究）に沿って体系的に授業科目を設定

しています。 

授業の中では、現場の課題を取り上げたグループワーク等の学習

方法を積極的に行い、より実践的な学習を行っています。 

宮城県内の地域福祉の現場で第一線として活躍する実務家と、

東北学院大学や県内各大学に所属する大学教員が講師です。 

実際の現場で活躍する実務家からのより実践的な学びと、研究

者としての視点をもつ大学教員からの、より専門的な学びを得ること

ができます。 

1 コマ 90分、原則として土曜日 4 コマ、年間 153時間※平成 30

年度予定の授業を開講しています。履修証明書授与のためには、120

時間以上の受講が必要です。1年間の最後の授業では、最終報

告会として 1年間を通しての学びを振り返り、報告する機会を設け

ています。 



  

東北学院大学 学長室 地域共生推進課 〒980‐8511 宮城県仙台市青葉区土樋 1－3－1 

TEL 022‐264‐6562 ／ FAX 022-264-6522 E-mail csw-pro@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 

受講生例 

・ 市町村社会福祉協議会職員 ・ 児童相談所職員 

・ 地域包括支援センター職員 ・ 保健センターの保健師 

・ 訪問看護センターの看護師 ・ NPO職員      等 

修了生 2016年度 14名 2017年度 14名 2018年度 10名 

1年に及ぶ講義は重量級

ですが、今まで触れることのな

かった領域や今後必要となる

考え方について、より深く学ぶ

ための動機付けにもなったと

思います。 

〈第 1期修了生より〉 

日々の業務の見直しや、

自分自身を内省し、再確

認、再構築するよい機会とな

っています。また、授業を通し

て、受講生同士の繋がりが得

られていることも大きいです。 

〈第 2期修了生より〉 

今後さらに様々な領域の

より多くの方々にこのカリキュラ

ムを学んで頂くことで、地域を

支える人材がひとりでも多く輩

出され、連携・協働の輪が広

がることを期待しています。 

〈第 1期修了生より〉 

お問い合わせ 

応募資格 
高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または大学を受験できる資格を取得した方。加えて、 

就業経験等を有し、地域とそこに住む人の未来作りのために、関係者の協働を促進する気持ちをお持ちの方。 

厚生労働省「専門実践教育訓練給付金」対象講座です 

履修期間 1年間（2019年 4月～2020年 3月） 

出願期間 

2019年度 

募集要項 

文部科学省「職業実践力育成プログラム（BP）」認定事業です 

2019年 1月下旬～４月上旬  



・ 講座終了後の継続的な学びの場
・ 講師陣による、実践活動へのスーパービジョン
・ CSW活動ノウハウの共有化
・ 多職種間のネットワークの構築
・ カリキュラムの見直し

・ 体系性と実践性をもったカリキュラム

・ 開講総時間数153時間の本格的な学び

・ 地域福祉の現場で活躍する多彩な講師陣

コミュニティソーシャルワーク活用の場

実務家×研究者による本格的な学びの場 講座終了後の継続的な学びの場

CSW研究会CSW養成講座

CSW活用現場

『CSWに求められる役割』

・ 地域資源のほりおこしとネットワークづくり

・ 地域の福祉課題の把握と解決

・ 個別支援

・ 新たなサービスの開発や自治体への提案 など

研究会 参加者例

・ 自治体関係者 ・ 社会福祉協議会関係者

・ CSW養成講座 講師、履修生

・ 大学関係者 等

カリキュラムの見直し

研究成果を現場で活用先端の知見を教材化

事例の共有化地域福祉の専門的な担い手

養成講座 受講者例

・ 市町村社会福祉協議会職員 ・ 児童相談所職員

・ 地域包括支援センター職員 ・ 保健センターの保健師

・ 訪問看護センターの看護師 ・ NPO職員 等

継続的な学びの場

・ 講座終了後の継続的な学びの場

・ 講師陣による、実践活動へのスーパービジョン

・ CSW活動ノウハウの共有化

・ 多職種間のネットワークの構築

・ カリキュラムの見直し

コミュニティソーシャルワーカー（CSW）スキルアッププログラム

せんだい宮城の地域福祉の推進に社会的インパクトをもった

新たな状況の創造を目指すイノベーショナルな取り組み

履修証明プログラム

「コミュニティソーシャルワーカー

（CSW）スキルアッププログラム」

の実施

・平成28年度 修了生14名

・平成29年度 修了生14名

・平成30年度 受講生10名

職業実践力育成プログラム(BP)
CSW研究会

・ 平成27年度 6回開催

・ 平成28年度 4回開催

・ 平成29年度 5回開催

・ 平成30年度 5回開催

CSW育成プログラムの構築

地域共生教育システムの確立

自治体との連携

・ 市民参加型まちづくり 等

地（知）の拠点整備事業（COC）

27年度
研究会活動の
成果として開講


